
海外安全対策情報 平成２５年度第３四半期 

 

１．社会・治安情勢 

オンタリオ州の治安情勢は，全般的に安定しています。また，トロント市は

北米都市の中でも殺人などの凶悪犯罪が少ない安全な都市と知られています。 

しかしながら，犯罪発生率は日本の約３倍と言われており，日本と同じ感覚

では危険です。発砲事件や性的暴行事件は依然として数多く発生しており、当

地では日本と違い多くの銃器が市中にも出回っていることを念頭に行動する心

掛けが必要です。 

  

２．治安情勢及び一般犯罪の傾向 

（１）トロント市警の発表統計（１月１０日付）によると，トロント市警管轄

内で発生した犯罪件数は，昨年同時期に比べ，殺人（犠牲者）で２名増加して

５６名（４％増）となっている他，性的暴行１，２４２件（２０．６％減），暴

行１２，１４６件（１０．６％減），窃盗２，９１５件（１５．９％減），建造

物侵入４，９７８件（１３．５％減），自動車盗２，５７６件（１５．５％減）

等と減少傾向（全体で１２．９％減）にあります。 

（２）同統計によると，全体的に発生件数は減少していますが，殺人の内訳の

なかで発砲によるものが４０％と半数近くを占めています。 

   

３．テロ・爆弾事件等の情勢 

日本人・日本権益に対する具体的な脅威情報はなく，オンタリオ州を直接標

的とする具体的な情報も把握されていません。 

しかしながら，２０１３年１月におこったアルジェリア人質事件のテロリス

トの２名は，オンタリオ州ロンドン市出身の青年でした。移民第二，第三世代

によるいわゆる「ホームグローン・テロ」に対する危機感が一層高まっていま

す。 

また、１１月１９日、当館が入居するビル至近の King Street West と Blue 

Jays Way 交差点近くで、爆発物を搭載した不審車両を警察が検挙し、爆発物は

無事処理されました。 

 

４．対日感情・日本企業の安全に関する諸問題 

対日感情は，基本的に良好です。 

 

５．日本人安全対策のための注意喚起 

当館ホームページ「トロント治安情報」に治安情報を掲載し，安全上の情報

提供を行っています。 

 


